






 

 筋ジストロフィー症患者の入浴介助は多大な労力を要し、職員の慢性腰痛症

の原因ともなり得るので重要な問題とされている。当病棟の入浴設備とその介

助法について 

①入院患者の障害度と生活動作能力 

②障害度と入浴時間 

 ③障害度と介助者人数等の点で検討を行ない患者の残存機能を生かした。障

害度に応じた入浴設備の工夫、改善を今回増設されるディケア棟に試みたので

報告する。 


